「君 は 象皮病と いうの を 知って るだろう ご と 友人 は 

別な こと を 云いだ した。 

その 象皮病に、 彼のう ちの 小猫が かかった ことがあ 

ると いうの だ。 初めは 単純な 一 寸 した 皮膚病く らいに 

思って いると、 だんだん 広がる に随 つて、 毛がぬ けて 

くる、 皮膚に 皺が よってく る、 そして その 皺んだ 禿げ 

た 皮膚が、 こちこちに 固くなって、 丁度 象の 皮膚の よ 

うにな つてし まった。 そうなる と、 もう 回復の 途 はな 
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「作品 だ つ てそうだろう じ やない かごと 彼 は 云う の だ。 



日本画 は 元来、 物の 輪廓 を 取扱う もの だし、 洋画 は 

元来、 物の 面 を 取扱う もの だ。 輪廓 を 取扱う からして、 

筆勢と か 墨色と かが 重大な 問題と なって くる。 ところ 

が 面 を 取扱う 場合に は、 何よりも ヴ オリ ュ ー ムが 目指 

されなければ ならない。 光 や 色 は その 次の 問題 だ。 

ヴ オリ ュ— ムを取 失った 洋画 は、 まず だめな もの だ。 

「ヴ オリ ュ ー, ^ にじかに迫っ てゅくと ぃぅこと、 それ 

を 文学者が もっと 真面目に 考えて みないの を、 僕は不 

思議に 思う ね。 少く とも、 自然主義に 毒され た リア リ 

ズム の、 本当の 進路 は、 そこに あるん じ やない か。 勿 

論、 現実 を 無視す るん なら それまで だけれ ど …… ご 



ル- ダレル— を 書いて、 文学的ば かりで なく、 社会的 

にも 問題 を ひき 起した の は、 何も 特殊な 深遠な 思想 を 

披瀝した からで はない。 山 本 有 三が、 親子の 問題 や 女 

中の 地位の 問題と、 真正面から 取組んでも、 誰もつ ま 

らな いという 者 は あるまい。 

だから、 書き方の 如何によ るの だ、 と 私 は 云う。 

だから、 ポ— ズ という ことが 問題になる の だ、 と 彼 

は 云う。 

こうなる と、 循環 論 だ。 それでも、 文学者に 対して 

は 傍人た る 彼の 言、 以て 他山の石 とする に 足る もの を 

持って いる …… 或は、 より 以上の もの を 持って いる、 
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